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【 確認事項 】 
ａ．コントロールモジュールのマニュアルに表記されている代表マイコン型名と同一の 

 書き込み方法か否か？ 

 

ｂ．書き込み制御アルゴリズムが代表機種と一致しているのか？ 

 

ｃ．書き込み制御のための通信プロトコルが代表マイコンと同一か？ 

 

 

ｄ．ＲＡＭローディング方式の書き込み制御プログラムを採用しているマイコンでは、当該する 

 マイコン用の書き込み制御プログラムが用意されているか？ 

 また、そのプログラムの仕様は、本器の代表マイコン用の書き込み制御プログラムと同一の 

 書き込み仕様となっているか？ 

 

ご不明な点は、弊社または代理店へお問い合わせください。 
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１．概要 

 

ＦＴ８１０－Ｓ１は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳアドバンスオンボードフラッシュマイコンプログラム用

のコントロールモジュールです。 

ＦＴ８１０－Ｓ１は、東東芝セミコンダクター社製：ＴＭＰＭ３２０Ｃ１Ｄとその外部フラッシュメモ

リＳＳＰＡＮＳＩＯＮ社製：Ｓ２９ＪＬ０３２Ｈの書き込み制御情報を内蔵したコンパクトフラッシュ

カードで構成されます。 

 

コントロールモジュール（コンパクトフラッシュカード）の書き込み制御情報エリア以外は、ＤＯＳ

ファイル領域として、お客様がホストコンピュータ上で作成したオブジェクトファイルの一時的保管

領域等としてご利用頂けます。 

コントロールモジュールは、／Ｐ１２８，／Ｄ１２８，／Ｄ５１２のオプション指定となります。 

Ｄタイプは、コントロールモジュールフォルダ切り換えが可能です。 

 

本製品では、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ本体－ターゲットシステム間の通信インターフェースとして、 

ＳＷＤアダプタ（ＡＺ４４２）が必ず必要になります。 

ＳＷＤアダプタ（ＡＺ４４２）については、弊社または代理店へお問い合わせ下さい。 

 

 

＜ ご注意 ＞ 
 コントロールモジュールでは、当該代表マイコンと同一のアルゴリズム・プロトコルをもつ、 

他のマイコンの書き込みが可能です。 

 書き込み方式が同一の当該代表マイコン以外のマイコン用としてご利用される場合は、別売のリモ

ートコントローラ（ＡＺ４９０）によって、コントロールモジュール内の一部のパラメータを書き換

える必要があります。 

 パラメータの書き換えについては、第６章をご参照ください。 

 お客様がお使いになられるマイコンが、本製品の代表マイコンとその書き込みプロトコル・アルゴ

リズム等が同一であるか、もう一度ご確認ください。 

 書き込み方式の異なるマイコンに対するご利用は、ターゲットマイコン及びそれを含むユーザーシ

ステムを破壊する恐れがあります。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

 特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます 

 

型名 ＦＴ８１０－Ｓ１ 

代表マイコン ＴＭＰＭ３２０Ｃ１Ｄ 

フラッシュメモリ容量 ４Ｍｂｙｔｅ 

フラッシュメモリアドレス ＃００００００００～＃００３ＦＦＦＦＦ 

書き込み制御時のＶｐｐ 使用しない  

デフォルト値 － 

Ｖｐｐ印加時のターゲット 
電圧最低値 

－ 

オブジェクトファイル 
フォーマット 

モトローラＳ 
バイナリ 

デフォルト モトローラＳ 

ターゲットインタフェイス 
ＳＷＤインタフェイス 
１．２５Ｍ／２．５Ｍ／３．３Ｍ／５．０Ｍ  *1 
□ ＭＳＢファースト      ■ ＬＳＢファースト 

ターゲット―ライタ間の 
転送データフォーマット 

バイナリ  *1 

マイコンイレーズ状態 ＃ＦＦ 

＊１：ＳＷＤアダプタ（ＡＺ４４２）により、ＳＷＤ信号に変換されます。 
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２－２．機種固有のパラメータ設定 

 ＡＺ４９０（リモートコントローラ：Ｗｉｎｄｏｗｓ上で動作）を利用して次の初期設定を行いま

す。リモートコントローラのご利用方法については、ＡＺ４９０：リモートコントローラのインスト

ラクションマニュアルをご参照ください。 

 

２－２－１．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ ウィンドウの設定 】 

  Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ 画面上で、ターゲットマイコンにあったパラメータ設定を行いま

す。 
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① ＴＶｃｃ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ３ 】 

ターゲットマイコンの動作電圧の下限値よりさらに１０％程低い値を設定してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットマイコンの動作電圧（ＴＶｃｃ）を監視しており、 

この電圧がここで設定する電圧値以上の時に、デバイスファンクションを実行します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＴＶｃｃスレッショルドの設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

インストラクションマニュアル【 ５－４－５ ＴＶｃｃスレッショルド設定 】をご参照ください。 

 

 

② Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ【 Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ 】【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】 

フラッシュメモリ領域（Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ）を設定してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＦｌａｓｈ ＲＯＭの設定はできずに、表示のみとなります。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ５－４－８ フラッシュメモリ領域 

表示 】をご参照ください。 

 

 

③ ＲＯＭ Ｂｌｏｃｋ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

フラッシュメモリのブロック構成を設定します。 

 

＜ ブロック情報テーブル ＞ 

ブロック情報テーブルは、ブロックグループＮｏ．、ブロックグループのスタートアドレス、 

ブロックサイズの３情報からなります。 

ブロックグループＮｏ．： Ｇｒｏｕｐ１～Ｇｒｏｕｐ１４までの１４Ｇｒｏｕｐが指定できます。 

   連続したブロックサイズの等しい一群のブロックを一つのブロック 

   グループとして、アドレスの若い方から、若い番号のブロック番号を 

付与します。 

スタートアドレス： ブロックグループの開始アドレスです。 

   このアドレスからブロックサイズで定められた大きさのフラッシュ 

   メモリが連続して並び、一つのブロックグループを構成します。 

ブロックサイズ： ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の（ブロック）グループアドレスまで、 

   このブロックサイズで定められたフラッシュメモリブロックが連続して 

   配置されるものと解釈されます。 

   また、ブブロックサイズを1にするとアクセス禁止領域となります。アク 

セス禁止領域はデバイスファンクション実行領域でも、デバイスファン 

クションが実行されません。 
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例 ） 
ブロックグループＮｏ． スタートアドレス ブロックサイズ 

１ ＃００Ｆ８００００ ＃００００８０００ 

２ ＃００ＦＡ００００ ＃０００１００００ 

 

 

スタートアドレス 

 

＃Ｆ８００００ → 

 

＃Ｆ８８０００ → 

 

＃Ｆ９００００ → 

 

＃Ｆ９８０００ → 

 

＃ＦＡ００００ → 

 

 

＃ＦＢ００００ → 

 

 

＃ＦＣ００００ → 

 

 

＃ＦＤ００００ → 

 

 

＃ＦＥ００００ → 

 

 

＃ＦＦ００００ → 

 

 

 

 

 

 

 

ブロックグループ１ 

上の例では、＃Ｆ８００００から３２Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ

メモリブロックが次のブロックグループの

スタート（＃ＦＡ００００）まで連なる 

事を示します。 

ブロックグループ２ 

上の例では、＃ＦＡ００００から６４Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ

メモリブロックがフラッシュメモリの最終

アドレス（＃ＦＦＦＦＦＦ）まで連なる 

事を示します。 
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④ ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ【 ＦＵＮＣ ＤＦ 】 

 ターゲットマイコンの動作クロックを設定します。 

ＦＴ８１０－Ｓ１では、この設定は不要です。 

 

⑤ ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ４ 】 

マイコン固有のオペレーションモードを設定します。 

ＦＴ８１０－Ｓ１では、この設定は不要です。 

 

⑥ ＷＤＴ Ｃｌｏｃｋ Ｐｅｒｉｏｄ【 ＦＵＮＣ Ｄ５ 】 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、オンボードプログラミング中に定周期のクロックパルスを出力する機

能を持っています。この周期を利用する場合はＷＤＴ周期の設定を行います。 

定周期パルスは、５－１信号一覧表のＷＤＴ（１５ピン端子）信号から出力されます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＷＤＴ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクションマニュア

ル【 ５．４．７ ウォッチドックタイマ設定（Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｄ５） 】をご参照ください。 

 

⑦ Ｄａｔａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとターゲットマイコン間の通信設定を指定します。 

ＦＴ８１０－Ｓ１では、ウィンドウの各項目を次のように設定してください。 

・ 通信路選択【 ＦＵＮＣ Ｄ１ 】 

ＣＳＩ（同期通信）を選択してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの通信路設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクションマニュ

アル【 ５．４．２ 通信路設定（Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｄ１） 】をご参照ください。 

・ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｎｏ．【 ＦＵＮＣ Ｄ７ 】 

l０ zを選択してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの通信チャネル設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクション

マニュアル【 ５．４．９ 通信チャネル設定（Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｄ７） 】をご参照ください。 

・ ＵＡＲＴ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ２ 】 

使用しません。 

・ ＣＳＩ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ９ 】 

１．２５Ｍ／２．５Ｍ／３．３Ｍ／５．０Ｍ ｂｐｓのいずれかを設定してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＣＳＩ通信速度設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクショ

ンマニュアル【 ５．４．４ ＣＳＩ通信速度設定（Ｆｕｎｃｔｉｏｎ Ｄ９） 】をご参照くださ

い。 
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⑧ ＭＣＵ Ｔｙｐｅ【 ＦＵＮＣ Ｄ８ 】 

この項目へ設定された内容が、ウィンドウ左上部のＭＣＵ Ｔｙｐｅ及びＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ 

本体上に表示されます。 

マイコンの型名、お客様の装置型名など任意の文字を１６桁まで入力できます。 

 

 

⑨ ＯＫ 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキー 

です。①～⑧の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。 

 

 



 11

 

２－２－２．【 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 】 

  Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ上では、次の２項目の設定を行います。 
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① Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ【 ＦＵＮＣ ０ 】 

マイコンへのデバイスファンクションの対象領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

デバイスファンクションアドレス【 ＦＵＮＣ ０ 】は、その設定アドレス値により、図２－２－ 

２－１のようにフラッシュメモリのブロック境界アドレスに自動アライメントされます。 

この自動アライメントされた領域に対して、デバイスファンクションが実行されます。 

 

 

② Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ上のデータをセーブ・ロード（バイナリファイルの場合） 

する領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

図２－２－２－２は、Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ【 ＦＵＮＣ ０ 】、Ｂｕｆｆｅｒ  

Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ Ａｒｅａ【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】の関係を示して

います。 

 

 

③ ＯＫ 

ウィンドウ内容を、コントロールモジュールに転送するキーです。 

①～②の設定変更後は、ウィンドウに移る前に必ず、ＯＫキーを押してください。 

ＯＫキーが押されなければ、パラメータは反映されません。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ターゲットMCUメモリ空間 First Addr

ブロック境界 →

Last Addr 

FUNC  D 6 
内蔵エリア表示

FUNC  0 
アドレスセット

デバイスファンクションの

対象領域(Ex.書きたい領域)

FUNC  0アドレスセットとアドレスアライメント

実際の対象領域： ＋

ブロック境界に自動アライ

メントされる

フラッシュメモリ：

小さなフラッシュメモリブロック

の集まりから構成されている。

特に消去が 1ブロック単位でしか
行えない。

   (1バイト単位で消去できない)

ブロック構成、内蔵エリア設定

は、リモートソフトを使用して

行う。
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図２－２－２－１



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ターゲットMCUメモリ空間 First Addr    ←ロード時(ﾊﾞｲﾅﾘﾌｧｲﾙ)のｱﾄﾞﾚｽ範囲

→セーブ時の

ｱﾄﾞﾚｽ範囲

Last Addr 

注意 Binary File 

0001020

3040506

070809

…

フラッシュメモリ領域
FUNC  D 6 
内蔵エリア表示

FUNC  F 5 
転送アドレス設定

First Addrと
Rom Firstは必ず同一
設定する

FUNC  0 
アドレスセット

デバイスファンクションの

対象領域(Ex.書きたい領域)
通常は

FUNC  0 
FUNC  D 6 同一設定

FUNC  F 5 
FUNC 0 F5,D6の設定が一
致していないとき、NET
IMPRESSのパワーON時ア
ラーム警告が出ます。

アドレス設定ファンクション

DOS File：バイナリファイルの
転送エリア(バイナリファイルに
はアドレスが入っていないため)

 
 
 
 

14

図２－２－２－２
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２－２－３．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ ２ ウィンドウの設定 】 

 この設定ウィンドウには、マイコン固有パラメータが設定されていますので、変更しないでくだ

さい、 

  設定変更が必要な場合は、事前に必ず弊社サポートセンタまで、ご相談ください。 
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２－３．デバイスファンクションと実行機能 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション起動時に実行される機能は以下のとおりです。 

 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ ERASE BLANK PROGRAM READ E. P. R COPY 

【FUNC 0】による 
フラッシュメモリ 
一部領域 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 
対
象
メ
モ
リ
域 

【FUNC D6】による 
フラッシュメモリ 

全領域 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

■Er ase  □Er ase  
■Er ase 
 

 

■Bl ank ■Bl ank □Bl ank  ■Bl ank  

  ■Pr ogr am  ■Pr ogr am  

  ■Read*１ ■Read ■Read*１  

 
 
ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘに対する 
実行動作 

     ■Copy 

備考 
 
 
 

 

 

＊１：デバイスファンクションＥ. Ｐ. Ｒ、Ｐｒｏｇｒａｍ時に実行されるＲｅａｄ Ｖｅｒｉｆｙ

は、Ｒｅａｄ Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅ【ＦＵＮＣ ９９】で設定されているリードベリファイ

が実行されます。 

     デデフォルトは「Ｆｕｌｌ Ｖｅｒｉｆｙ」になっています。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのリードモード設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクシ

ョンマニュアル【 ５．４．１７ リードモード切替（Ｆｕｎｃｔｉｏｎ ９９） 】をご参照

ください。 

 

 



 17

 

３．ＦＴ８１０－Ｓ１固有エラーと対処法 

３－１．固有エラーメッセージ一覧 

 

 下記の表はＦＴ８１０－Ｓ１で出力される固有のエラー内容です。 

 

エラーメッセージ エラー内容／対処方法 
ERR-NO. 0017 
DEBUG ENTRY ERROR 

デバッグモードに入れませんでした。 

ERR-NO. 0018 
DEBUG RESET ERROR 

マイコンのリセットができませんでした。 

ERR-NO. 0020 
COMMAND/ PARAM ERR 

コマンド及び実行パラメータに異常があります。 

ERR-NO. 0021 
SWD REQUEST FAULT 

ＲＥＱＵＥＳＴパケットの応答にＦＡＵＬＴが返されました。 

ERR-NO. 0022 
SWD REQUEST ERROR 

ＲＥＱＵＥＳＴパケットに対して予期しないエラーが発生しまし
た。 

ERR-NO. 0023 
SWD DATA ERROR 

ＤＡＴＡパケットの送受信においてエラーが発生しました。 

ERR-NO. 0024 
SWD ERROR 

ＳＷＤ通信においてエラーが発生しました。 

ERR-NO. 1109 
DEVICE ERROR XX 

デバイスファンクションの実行中にエラーが発生しました。 
エラーが発生した処理内容により以下の値を表示します。 
 ０Ｆ：初期化 
 ０１：消去 
 ０２：ブランクチェック 
 ０３：書込み 
 ０４：ベリファイ 
 ０７：ＳＵＭ 

ERR-NO. XXXX 

UNEXPECTED ERR 

想定外のエラーです。 
このエラーが発生するとライタでの制御は不可能となります。 
弊社サポートセンタへお問い合わせ下さい。 

 

 

 本章に記載のない、標準のエラーに関する詳細は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクション

マニュアルをご参照ください。 
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４．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）のインストール 

 

４－１．概要 

 このコントロールモジュールでは、コマンド実行に先立って（ターゲットシステム上で動作する）

書き込み制御プログラムをマイコンへ転送し、その制御のもとでフラッシュメモリへのプログラミ

ングを行います。 

 転送される書き込み制御プログラムは、コントロールモジュール内のＤＯＳ領域にｘｘｘ．ＢＴ

Ｐの拡張子をもつファイル名で配置します。 

 ｘｘｘ．ＢＴＰファイルは、１つのコントロールモジュール内に１つだけの配置が許されていま

す。 

 ２つ以上のｘｘｘ．ＢＴＰファイルを配置することや、ｘｘｘ．ＢＴＰファイルを配置しないで

ご利用になることはできません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NET IMPRESS

ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ

abc. S 

xxx. BTP 書き込み制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｨﾙ 

DOS領域

ﾌﾞｰﾄされた書き込み 

制御ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
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４－２．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）インストール 

 

 Ｕｔｉｌｉｔｙ Ｄｉｓｋ内の、ｘｘｘ．ＢＴＰの拡張子をもっているファイルを、本コントロー

ルモジュールのデータフォルダに配置してください。 

 

 次の要領で本コントロールモジュールへファイルセーブを行います。 

 

Ⅰ．ＰＣＭＣＩＡカードスロットをもつパーソナルコンピュータの場合 

 ① ＰＣＭＣＩＡカードスロットをもつパーソナルコンピュータに本コントロールモジュールを、 

   実装します。 

   この時、ＰＣカードドライバが正しくインストールされていることを前提とします。 

 ② 書き込み制御プログラム（ｘｘｘ．ＢＴＰ）をコントロールモジュールのデータフォルダ 

   に配置します。 

 

 

Ⅱ．ＰＣＭＣＩＡカードスロットをもたないパーソナルコンピュータの場合 

 ① ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとＡＺ４９０を接続します。 

 ② 書き込み制御プログラム（ｘｘｘ．ＢＴＰ）をＦｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ画面のＢｕｎｄｌ

ｅ Ｆｉｌｅ 欄にあるＦｉｌｅ Ｃｏｐｙ（Ｌｏａｄ）の機能を使用してコントロールモジュー

ルのデータフォルダに配置します。 
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５．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ 

 

５－１．信号一覧表 

 本コントロールモジュールをご利用頂いた場合のターゲットプローブコネクタ端の信号表を示し

ます。 

 

マイコン信号名 
ＡＺ４４２：ＳＷＤアダプタの 
標準信号名称(マイコン側)  

マイコン信号名

 Ｎ．Ｃ １１ １ ＴＶｐｐ１  

ＲＥＳＥＴ ／ＴＲＥＳ １２ ２ Ｖｃｃ  

ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｽ用信号 
( +5V)  

／ＴＩＣＳ０ (１３) ３ ＴＭＯＤＥ  

ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｽ用信号 
( 2. 0V～3. 0V)  ／ＴＩＣＳ１ (１４) ４ ＴＶｃｃｄ ＤＶＣＣ３ 

ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾊﾟﾙｽ 
信号 

ＷＤＴ (１５) ５ ＧＮＤ ＧＮＤ 

 Ｎ．Ｃ １６ ６ ＳＷＣＬＫ ＳＷＣＬＫ 

 Ｎ．Ｃ １７ ７ ＧＮＤ ＧＮＤ 

 Ｎ．Ｃ １８ ８ Ｎ．Ｃ  

 Ｎ．Ｃ １９ ９ ＧＮＤ ＧＮＤ 

ＧＮＤ ＧＮＤ ２０ １０ ＳＷＤＩＯ ＳＷＤＩＯ 

 

ＳＷＤアダプタからマイコンへの信号線接続（ＦＴ８１０－Ｓ１） 

 

        は、必ず接続頂く信号線です。 

  （  ）の信号については必要な時のみ接続してください。 

 

 注意：○も(  )も付いていない信号線はターゲットに絶対接続しないで下さい。 
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５－２．代表的な接続例 

Model  Connect i on t o Tar get  Syst em  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ターゲットシステムとの接続例 ＞ 

 

 

 

※１：オプション機能 

 

 

 

 

User  Sys t em NET IMPRESS SWD ADAPTER 

AZ442 

TMPM320 

TVccd 

SWCLK 

SWDIO 

GND 

SWCLK 

SWDIO 

/ TRES 

DVCC3 GND 

WDT 
/ TI CS1 

AZ410 

（14） 
（15） 

（6） 

（10） 

（12） 

（4） 

（5, 7, 9, 20）

RESET 

/ TI CS0 
（13） 

※１

3. 3V 
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５－３．制御信号波形 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 マイコン側仕様 ライタ仕様 

 TPR   200ms  （mi n） 
 TRLW1  350ms  （mi n） 
 TRLW2   100ms  （mi n） 
 TRMS   10ms  （mi n） 
 TRMH   5ms  （mi n） 
 TRRS  10ms  （mi n） 

 

 ※１： z         zは、Hi Zを示します。 

 ※２： WDTはオープンコレクタ出力です。 

 ※３： For  i nput  s i gnal  t o pr ogr ammer  

 ※４： オプション機能 

書き込みモード 

※４

TPR 

TRMH

SWCLK 

SWDIO 

/ TI CS0 
/ TI CS1 

nTRES 

WDT 

TRMS

TRLW1 TRLW2 TRRS 

※２ 

※４ 

※４ ※４

TRMS

※３
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①フラッシュプログラマの電源投入後、ターゲットシステムの電源を入れてください。 

この際フラッシュプログラマはリセット信号をアサート、ＷＤＴ信号（出力）から周期的なパル

スが出力されます。 

 

②フラッシュプログラマはターゲットマイコンを書き込みモードに引き込むため、リセット信号を 

設定します。 

 

③プログラムコマンドの起動によって／ＴＩＣＳ１がアサートされ、フラッシュプログラム用の 

 通信チャネルがターゲットシステム上でフラッシュプログラマ側に接続されます。 

（フラッシュプログラム用の通信チャネル及び、関連信号が他のユーザ回路から独立して常時 

 フラッシュプログラマに専有されるシステムでは、本信号による信号切替えは必要ありません） 

 

④プログラミングモードが起動され、規定の通信回線を使ってＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとの通信を始

めます。通信は、あらかじめ設定されている通信条件で行います。 

 

⑤プログラミング終了後、／ＴＩＣＳ１をネゲートします。 

（／ＴＩＣＳ１ネゲート後も、ＷＤＴ信号（出力）から周期的なパルスが出力されつづけます） 
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５－４．プローブ 

 

ＦＴ８１０－Ｓ１を使って、ユーザ･ターゲット上のフラッシュＲＯＭにデータを書き込むためには、 

ＡＺ４４２：ＳＷＤアダプタが必要となります。（別売） 

このアダプタのご用命は、ＦＴ８１０－Ｓ１コントロールモジュールとあわせまして、弊社または、 

弊社代理店までご相談下さい。 

 

ＡＺ４４２：ＳＷＤアダプタの接続につきましては、本インストラクション･マニュアルの第６章、

またはＡＺ４４２インストラクション･マニュアルをご参照下さい。 

 

＜ＡＺ４４２：ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ←→ＳＷＤ信号変換アダプタ＞ 

ＡＺ４４２はＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの標準入出力信号をＳＷＤ信号に変換します。 

このアダプタにより、ＳＷＤプロトコルを用いたフラッシュＲＯＭプログラミングが可能な 

マイコンをサポートします。下図にＡＺ４４２の構成概要を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＺ４４２のユーザ･ターゲット側末端は、コネクタが付いていません。 

お客様のターゲット･システムにあわせて、コネクタを付けて頂く必要があります。 

 

 

Adapt er

NET IMPRESS ﾀｰｹﾞｯﾄｼｽﾃﾑ ＡＺ４４２
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６．対象マイコン以外への適用 

－ パラメータテーブルの変更方法 － 
 

６－１．パラメータ変更（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードを使って） 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアル【 ５－４．パラメータ設定 】に示すファ

ンクションコマンドで規定されるパラメータ（ファンクションＤ１～ＤＦ）については、ＮＥＴ Ｉ

ＭＰＲＥＳＳのキーボード上で変更できます。 

 ターゲットシステムとの通信インタフェイスやご利用になるターゲットシステムの電源電圧など

がこの範囲に入ります。 

 

＜ ご注意 ＞ 
 マイコン内に内蔵されるフラッシュメモリブロック構成など、設定事項が多岐にわたる対象マイ

コン自体の変更は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのキーボードからは行えません。 

 （別売のリモートコントローラ：ＡＺ４９０をご利用ください。） 

 

６－２．対象マイコンの変更（別売のリモートコントーローラを使って） 

 弊社では、ＰＣからＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをリモート制御するためのリモートコントローラ（Ａ

Ｚ４９０）を別売しております。このリモートコントローラでは、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのリモー

トコントロール機能のほかに、パラメータテーブルの設定、確認ができます。 

 リモートコントローラでは、パラメータテーブルを個々に設定する事ができ、変更可能なパラメ

ータ設定対象は、以下のパラメータが含まれます。 

 

①Devi ce Type： 対象デバイス名称が設定できます 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ＬＣＤ上に表示される名称を変更できます 

②Fl ash Rom Ar ea： 当該マイコンのフラッシュメモリ領域が設定できます 

③Rom Bl ock： フラッシュメモリのブロック構成をＲｏｍ Ｇｒｏｕｐ毎にスタート

 アドレスとサイズを設定する事ができます 

 これにより、同一プロトコル・アルゴリズムを代表マイコン以外のマイコ 

 ンに対応させることが可能となります 

④MCU Cl ock： ターゲットマイコン動作クロック周波数の設定ができます 

⑤通信インタフェイス：ターゲットシステムとの通信インタフェイスの設定ができます 

⑥その他： その他のマイコンの固有設定情報を変更する事ができます 
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６－３．リモートコントローラによるパラメータの変更方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パーソナルコンピュータ（ＩＢＭ－ＰＣ）とＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳをＥＴＨＥＲＮＥＴケーブル

（１０ＢＡＳＥ－Ｔ）で接続します。 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳには、ターゲットマイコン用のコントロールモジュールを実装しておきま

す。 

 パーソナルコンピュータ（Ｗｉｎｄｏｗｓ環境）上で、リモートコントローラを動作させること

で、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装されたコントロールモジュールのパラメータテーブルを変更／確

認することができます。 

 リモートコントローラ（ＡＺ４９０）では、パラメータの一括ロード／セーブが行えます。 

 一括してセーブすることができますので、同系列の各種デリバディブマイコンへのパラメータテ

ーブル変更を容易に行うことができます。 

 また、この機能を使い、弊社ホームページよりダウンロードしたマイコンパックをコントロール

モジュールにロードすることを容易に行うことができます。  

 

 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

NET IMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

ETHERNET
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７．定義体交換機能 

 

７－１．定義体交換機能概要 

 インプレスモジュールの機能として異系列の書き込み仕様をもつマイコンに対しても、コントロ

ールモジュールの交換なしに、リモートコントローラ（ＡＺ４９０）の定義体のダウンロード機能

を使用して、スピーディな段取りがえを行うことができます。 

 この定義体交換機能は、インプレスモジュールに定義体ライセンスを付加することにより、他の

書き込み仕様をもつマイコンに対応するインプレスモジュールに交換することができます。 

 定義体ライセンスは、弊社で販売しております。ご不明な点がございましたら、弊社または、代

理店にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ETHERNET

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ NET IMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

定義体ﾌｧｲﾙ
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７－２．定義体交換方法 

 

 定義体ライセンスが付加された、インプレスモジュールをＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装された状

態にして、リモートコントローラ（ＡＺ４９０）の定義体ダウンロード機能（Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓ

ｆｅｒ画面の、Ｌｏａｄ Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ Ｐｒｏｇｒａｍ機能）により、コントロールモジ

ュールの定義体交換を行います。（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ単体では、この機能はご利用できません） 

  定義体ライセンスをご購入時に、弊社より提供されたフロッピーディスクの中にある定義体ファ

イル（ｘｘｘ．ＣＭ）をこの機能により、インプレスモジュールにダウンロードすることとなりま

す。 
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８．ご利用上の注意 

 

①本コントロールモジュールは、弊社フラッシュマイコンプログラマ専用のコントロールモジュー 

ルです。弊社、フラッシュマイコンプログラマ（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳシリーズ）以外では 

ご使用にならないでください。 

 

②本コントロールモジュールは指定されたフラッシュマイコン専用のものです。 

他のマイコンへの書き込みには、書き込みを行うマイコン専用のコントロールモジュールをご利 

用ください。マイコンとコントロールモジュールとの対応を誤って使用すると、ターゲットシス 

テムを破壊する恐れがあります。 

 

③コントロールモジュール（コンパクトフラッシュカード）は、絶対にイニシャライズ（フォーマ 

 ッティング）しないでください。 

イニシャライズされますと、コントロールモジュール内の定義体（コントロールプログラム）も

消去されてしまいます。 

 

④デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、コントロールモジュールの脱着は、 

行わないでください。 

コントロールモジュールアクセス中に、脱着してしまいますとコントロールモジュールを破壊す

る恐れがあります。 

 

⑤フラッシュマイコンプログラマは、コントロールモジュールを実装した状態で動作します。 
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